









ンカウンター ･ グループ体験、エンカウンタ ・ーグループのメンバーとしての体験、グループ・ファ






Person-Centered Approach(PCA)，Client-Centered Therapy，Experiential Therapy，
encounter group，Focusing
〈Abstract〉
In the lecture of the president, I talked about the following items. The items included Client-
Centered Therapy and Experiential Therapy, my first encounter group experience, experiences 
as a member of encounter group, experiences as a group facilitator, planning and holding 
encounter group, my practice and research of encounter group, future challenges of encounter 
group, encounter with the focusing technique, practical experiences with focusing, planning 
and holding of the focusing workshop, my practice and research of Focusing, future tasks of 
Focusing, collaboration between encounter group with Focusing, and so on.
私のパーソンセンタード・アプローチ（PCA）の実践と研究
―エンカウンター・グループとフォーカシングを中心に―
My practice and research of PCA





本稿は、平成 26 年（2014 年）8 月 29 日（金）～ 31 日（日）に名古屋大学東山キャ





フォーカシング指向療法を含めている。2017 年５月１日（月）午後 [ 東部標準時、日本時間



















このワークショップは、1976 年の 8 月に 3 泊 4 日の日程で行われたものと記憶している。

























































発見セミナー」（1980 年代～ 1990 年代）
名古屋大学学生相談室において、1980 年代～ 1990 年代に一般の名大生を対象に合宿セミ
ナーとしてエンカウンター・グループが開始されるようになった。
これはやや同質的なグループ（教養部生、学部生、大学院生）であり、当初は 4 泊 5 日で
行われたが、やがて 3 泊 4 日に縮小された。3 ～ 4 名のファシリテータ （ーファシリテーター












程としては、2 泊 3 日の日程が多くなった。ときには 2 日間の通いのグループも見られた。
非構成的なグループだけではなく、準構成的なグループ（伊藤 ,1989）も工夫され、３・３・










自発参加グループであった。紅葉が楽しめる秋（11 月）に３泊４日の日程の 2 グループ開





































































1987 年、ジェンドリン夫妻が再来日し、「フォーカシング・セミナー」（9 月 15 日～ 20 日、
5 泊 6 日）が東京（中野サンプラザ）で開催された。このセミナーでは、夢のフォーカシン
グなどフォーカシングの新たな展開、柔軟な適用が紹介された。前年（1986 年）に『Let 























（Focusing-Oriented Psychotherapy）」が 1996 年に出版された。また理論構成は、TAE
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（Thinking at the Edge）に発展していったと思われる。
3. フォーカシング研究所、フォーカシング国際会議及びチェンジズ
























ぎふ・長良川フォーカシング・ワークショップは 1995 年度から年 1 回の実施で、2016 年


























（6）パートン , Ｃ著（2007）：フォーカシング指向カウンセリング（単訳）（コスモス ･ ライ
ブラリー、2009 年）
５．最近の取り組み
最近の取り組みとして、セルフヘルプ・フォーカシングの開発と構築がある。具体的には、
以下のものがあげられる。
（1）心の空間づくりやフェルトセンスを中心としたフォーカシング（フルフォーカシングよ
りもミニフォーカシング）（伊藤 ,2001,2002）
（2）日常生活の中において自分でできる、あるいは相互にできるフォーカシングの探求
　①気がかり方式とからだの感じ方式の空間づくり（伊藤他 ,2000）
　②重要な「ことばや語句」と「絵や写真」のフォーカシング（伊藤他 ,2006）
　③風景天気図フォーカシング（VOMF）（伊藤 ,2016）
　④心のつぼフォーカシング（KTF）（伊藤 ,2016）
　を用いたセルフヘルプ・フォーカシングの検討している。
6. フォーカシングにおける今後の課題
フォーカシングにおける今後の課題として、以下のものがあげられる。
（1）フォーカシングの臨床的適用の拡大
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（2）他の方法（技法やアプローチ）との併用
（3）フォーカシング・ワークショップの充実
（4）様々な領域、講習会・研修会での適用
（5）フォーカシング・トレーナー養成のガイドラインやカリキュラムの必要性
（6）フォーカシング・パートナーシップとフォーカシング・コミュニティの形成の促進
（7）日常生活の場でのフォーカシングの日常化
（8）専門家、準専門家及び非専門家の融合・統合（専門化と拡大化）及び国際化の促進
エンカウンター・グループとフォーカシングにかかわる今後の課題
エンカウンター・グループとフォーカシングにかかわる今後の課題として、以下のものが
あげられるだろう。
１．日常生活でのセルフヘルプ的な活用
（1）セルフヘルプ・フォーカシングの開発・構築
（2）エンカウンター・グループ的なグループ・アプローチの実践の拡大
（3）エンカウンター・グループとフォーカシングの統合
２．臨床実践とカウンセラーの養成・訓練での活用
（1）フォーカシングの活用
（2）エンカウンター・グループの活用
（3）フォーカシング及びエンカウンタ ・ーグループと他の方法（技法など）とのコラボレー
ションや統合
エンカウンター・グループとフォーカシングの有機的な協働を積極的に促進することが必
要であろう。
おわりに
パーソンセンタード・アプローチ（PCA）の私の主な実践と研究について、大学院生時
代から現在までの歩みを述べてきた。遅々とした歩みではあるが、多くの関係者の皆さまと
の出会いに恵まれてなんとかここまでたどり着けたという感が強い。道程はまだはるかに遠
く険しいが、今後もエンカウンター・グループとフォーカシングの新たな課題に少しでも取
り組んでいければと願っている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤　義美　人間環境大学
